
市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
日
頃
よ

り
当
社
会
福
祉
協
議
会
に
ご
理

解
、
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

「
東
日
本
大
震
災
か
ら

 

十
年
を
迎
え
て
」

誰
も
が
経
験
し
た
こ
と
の
な
い

強
烈
な
地
震
と
大
津
波
の
襲
来
に

よ
っ
て
未
曽
有
の
大
被
害
を
受
け

た
方
々
は
、
今
後
の
生
活
が
見
通

せ
な
い
状
況
の
中
で
、
復
旧
・
復

興
に
向
け
て
力
強
い
精
神
力
と
忍

耐
力
で
再
生
に
向
け
て
歩
ん
で
こ

ら
れ
た
と
思
い
ま
す
。

当
社
協
に
お
い
て
は
、
災
害
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
を
中
心
と

し
た
、
市
民
を
は
じ
め
全
国
の
皆

さ
ま
か
ら
の
支
援
や
、
生
活
相
談

員
に
よ
る
生
活
支
援
、
被
災
高
齢

者
の
見
守
り
、
新
し
い
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
づ
く
り
な
ど
、
地
域
の
皆

様
方
の
理
解
と
協
力
を
い
た
だ
き

な
が
ら
行
っ
て
参
り
ま
し
た
。
今

月
で
震
災
発
生
か
ら
10
年
を
迎
え

ま
す
。
今
な
お
震
災
の
恐
怖
と
生

活
不
安
な
ど
か
ら
、
心
の
ケ
ア
が

必
要
な
方
が
お
ら
れ
ま
す
。
今
後

も
被
災
さ
れ
た
方
々
の
気
持
ち
に

寄
り
添
っ
た
支
援
活
動
に
取
り
組

ん
で
参
り
ま
す
。

「
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
」

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

が
拡
大
し
続
け
る
中
で
、
当
協
議

会
は
今
年
度
事
業
を
変
更
せ
ざ
る

を
得
な
い
状
況
と
な
り
ま
し
た
。

人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
の
進

展
、
地
域
社
会
や
家
庭
環
境
の
変

化
等
を
背
景
に
、
地
域
に
お
い
て

は
生
活
課
題
が
多
様
化
、
複
雑
化

し
て
い
る
中
で
、
住
民
が
主
体
と

な
り
地
域
に
暮
ら
す
全
て
の
人
が

役
割
と
生
き
が
い
を
持
ち
、
互
い

に
認
め
あ
い
、
支
え
あ
い
な
が

ら
、
生
活
課
題
を
解
消
し
自
分
ら

し
く
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
に
取

り
組
む
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
コ

ロ
ナ
禍
の
中
、
市
民
の
皆
様
の
生

活
に
も
様
々
な
支
障
が
あ
り
な
が

ら
も
、
社
協
会
費
・
赤
い
羽
根
共

同
募
金
・
歳
末
助
け
あ
い
募
金

に
、
ご
協
力
を
い
た
だ
き
深
く
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

「
地
域
共
生
社
会
の

 

実
現
に
向
け
て
」

当
社
協
で
は
、宮
古
市
か
ら「
生

活
困
窮
者
自
立
支
援
事
業
」「
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
」
及

び
「
生
活
支
援
体
制
整
備
事
業
」

を
受
託
し
、
各
分
野
に
お
い
て
断

ら
な
い
相
談
支
援
や
様
々
な
場
へ

の
参
加
、
介
護
予
防
支
援
、
福
祉

関
係
事
業
所
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
構
築
、
社
会
資
源
の
創
出
な
ど

を
通
じ
て
、
地
域
課
題
の
解
消
に

向
け
た
取
り
組
み
や
、
地
域
住
民

の
生
活
課
題
に
対
す
る
支
援
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。
地
域
住
民
や

関
係
者
が
「
私
た
ち
の
地
域
」
に

対
し
「
自
分
の
こ
と
」
と
し
て
関

心
を
持
ち
、
地
域
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
い
く
た
め
に
は
、
市
民
の

皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
が
何

よ
り
も
重
要
で
あ
り
ま
す
。

「
〝
ひ
と
〞
と
〝
人
〞
が
つ
な

が
り　

関
わ
り
あ
い　

と
も
に
支

え
合
う　

ま
ち　

み
や
こ
」
の
基

本
理
念
の
も
と
に
、
平
成
27
年
度

か
ら
６
年
計
画
で
取
り
組
ん
で
参

り
ま
し
た
「
第
1
期
宮
古
市
地
域

福
祉
活
動
計
画
」
は
、
令
和
3
年

4
月
か
ら
第
２
期
が
ス
タ
ー
ト
い

た
し
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
様
々
な

制
約
が
あ
る
中
で
す
が
、
今
後
も

誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち

づ
く
り
を
目
指
し
、
地
域
福
祉
活

動
を
行
っ
て
参
り
ま
す
。
市
民
の

皆
さ
ま
の
ご
理
解
、
ご
協
力
の
ほ

ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

社
会
福
祉
法
人

社
会
福
祉
法
人  

宮
古
市
社
会
福
祉
協
議
会　

会
長　

宮
古
市
社
会
福
祉
協
議
会　

会
長　

赤　

沼　

正　

清

赤　

沼　

正　

清

■この広報誌は赤い羽根共同募金の助成を受けて発行しています■この広報誌は赤い羽根共同募金の助成を受けて発行しています

宮古市総合福祉センター
〒027―0038 宮古市小山田二丁目9番20号
☎（64）5050  FAX（64）5055
Email : info@miyako-shakyo.or.jp
新里センター
〒028―2101 宮古市茂市第1地割115-4
☎（72）3437  FAX（72）3433
Email : vc-n@miyako-shakyo.or.jp

川井支所
〒028―2302 宮古市川井第2地割165
☎（76）2310  FAX（76）2490
Email : kawaishisho1@miyako-shakyo.or.jp

田老福祉センター
〒027―0321 宮古市田老字乙部151-29
☎（87）2224  FAX（87）4072
Email : chiiki-t@miyako-shakyo.or.jp

社会福祉法人宮古市社会福祉協議会
ホームページ：www.miyako-shakyo.or.jp

ボランティア・市民活動センターFacebook：
ブログ：http://blog.goo.ne.jp/miyakoVC

「
市
民
の
皆
様
に
お
伝
え
し
た
い
こ
と
」

「
市
民
の
皆
様
に
お
伝
え
し
た
い
こ
と
」

たくさんの支援に支えられ、励まされました。

社協はこれからも住民のみなさんと一緒に歩みます

みやこ社協だより　№ 56❶

【
寄
付
金
】

◆
陶
芸
趣
味
の
会　

会
長　

野
崎
綾
子
様

 

　

３
０
、０
０
０
円

◆
藤
野　

大
様 

１
０
、０
０
０
円（
ほ
か 

衣
類
）

◆
藤
原
バ
レ
ー
ボ
ー
ル 

５
、０
０
０
円

◆
華
扇
の
会　

会
主　

信
夫
ル
イ
様

 

　

１
５
７
、９
４
０
円

◆
小
山
田
老
人
歌
の
会 

１
０
、０
０
０
円

◆
攝
待
貞
雄
様 

３
０
、０
０
０
円

◆
宮
古
市
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
協
会

　

会
長　

若
狭　

斌
様 

１
１
、６
０
０
円

◆
日
本
基
督
教
団 

宮
古
教
会 

５
、０
０
０
円

【
物
品
寄
付
】

◆
宮
古
市
中
央
通
商
店
街
振
興
組
合
様

　

食
品
５
㎏

◆
カ
フ
ェ
温
心　

佐
々
木
麻
子
様

　

食
品
５
㎏

◆
小
本
電
器　

小
本
敬
二
様

　

食
品
7.5
㎏

◆
東
北
電
力
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
株
式
会
社

　

宮
古
電
力
セ
ン
タ
ー　

所
長　

村
上
善
滋
様

　

備
蓄
非
常
食　

１
５
０
食

◆
宮
古
地
区
保
護
司
会 

会
長 

加
藤
俊
郎
様

　

使
用
済
み
切
手
回
収
ボ
ッ
ク
ス　

３
個

◆
有
限
会
社
文
化
衛
生
社　

取
締
役
社
長

　

新
居
克
洋
様　

食
品
2.5
㎏

◆
岩
泉
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社

　

レ
ト
ル
ト
カ
レ
ー　

２
７
０
食

◆
岩
手
日
報
宮
古
広
華
会

　

会
長　

高
橋
文
中
様　

食
品
約
５
０
０
個

令
和
２
年
度
の
社
協
会
費
納
入
に
ご
協
力
を
賜
り
、
厚

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
皆
さ
ま
か
ら
納
入
い
た
だ
き
ま

し
た
会
費
は
「
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く

り
」
を
め
ざ
し
、
宮
古
市
の
地
域
福
祉
活
動
推
進
の
財
源

と
し
て
大
切
に
活
用
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ま
た
、
当
協
議
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
、
法
人
会
費
と

し
て
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
法
人
・
事
業
所
名
を
掲
載

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
併
せ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。

今
後
と
も
、
ご
支
援
・
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

安
心
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
地
域
福
祉
活
動

を
行
う
た
め
に
大
切
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
保

険
（
以
下
活
動
保
険
）
が
更
新
の
時
期
と
な
り

ま
し
た
。
内
容
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

使
用
済
み
切
手
・
書
き

損
じ
は
が
き
は
、
宮
古
商

工
高
校
も
参
加
し
て
い
る

「
い
わ
て
車
い
す
フ
レ
ン

ズ
」
の
活
動
費
と
な
り
ま

す

 

ま
た
、
今
年
度
は

宮
古
地
区
保
護
司
会
様
よ

り
回
収
ボ
ッ
ク
ス
を
寄
付

い
た
だ
き
、
市
内
の
施
設

様
の
ご
協
力
に
よ
り
、
複

数
個
所
に
置
か
せ
て
い
た

だ
い
て
お
り
、
い
つ
で

も
、
誰
で
も
参
加
し
や
す

く
な
り
ま
し
た
。

・
活
動
保
険
で
は
、
加
入
者
が
活
動
中
に
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
を
発
病
し
た
場
合
も

補
償
さ
れ
ま
す
。（
行
事
用
保
険
で
は
補
償
さ

れ
ま
せ
ん
）

　

現
在
活
動
保
険
へ
加
入
し
て
い
る
団
体
・
個

人
に
は
、
更
新
案
内
を
送
付
し
ま
す
。
ま
た
、

新
た
に
加
入
し
た
い
・
詳
し
く
知
り
た
い
方

は
、
最
寄
り
の
社
協
各
セ
ン
タ
ー
地
域
支
援
係

ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。（
☎
表
紙
記
載
）

宮
古
市
共
同
募
金
委
員
会
で

は
、
下
記
の
と
お
り
災
害
義
援
金

を
受
付
い
た
し
ま
し
た
。

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
義
援
金

は
、
岩
手
県
共
同
募
金
会
を
通
じ

て
、
被
災
者
支
援
の
た
め
配
分
さ

れ
ま
す
。

温
か
い
ご
支
援
、
ご
協
力
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

宮
古
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
現
在
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
係
る
生
活
福
祉
資
金
特
例
貸
付
を

実
施
し
て
い
ま
す
が
、
厚
生
労
働
省
か
ら
の
通
知
に
よ

り
、
申
請
受
付
期
間
が
令
和
３
年
３
月
末
ま
で
再
々
延

長
と
な
っ
て
い
ま
す
。

貸
付
内
容
等
の
最
新
情
報
は
、
お
住
ま
い
の
地
域
の

各
セ
ン
タ
ー
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

期
間

：

11
月
1
日
〜
1
月
31
日

み
や
こ
社
協
だ
よ
り

み
や
こ
社
協
だ
よ
り

社
会
福
祉
法
人
宮
古
市
社
会
福
祉
協
議
会
 〒
027－0038

宮
古
市
小
山
田
二
丁
目
９
番
20号

☎
0193 （

64
）5050 FA

X
:0193 （

64
）5055　

E
-m
ail:info@

m
iyako

-shakyo.or.jp　
印
刷
:宮
古
プ
リ
ン
ト

編
集
・
発
行

№
5
6
 ３
月
１
日
号

令
和
３
年
３
月
１
日
 発
行

合計金額　　　 17,307,733 円

会費種別 金 額
一般会費 15,351,733 円
法人会費 1,432,000 円
特別会費 524,000 円（令和３年１月31日現在）

生
活
福
祉
資
金
特
例
貸
付
に

 

係
る
相
談
に
つ
い
て

● ご相談は、あらかじめ電話に
て相談時間を設定の上、来所
をお願いします。
● 時間に余裕をもってご相談く
ださい。

令
和
２
年
度
災
害
義
援
金
の

 

ご
報
告
と
御
礼

義援金名称 金 額 受付期間
熊本県南豪雨義援金 54,265円

R3.3.31
まで

令和2年7月
福岡県豪雨災害義援金 1,160円

令和2年7月
豪雨災害義援金 115,940円

令和2年7月
大分県豪雨災害義援金 3,160円

終了
しました

令和2年7月
岐阜県豪雨災害義援金 2,160円

令和2年7月
豪雨災害義援金（鹿児島県） 1,160円

令和2年7月
豪雨災害義援金（長野県） 1,000円

ボランティア関係保険の概要一覧

最
初
は
違
和
感
が

あ
っ
た
マ
ス
ク
の
装
着

も
、
入
退
室
時
の
手
指
消
毒
も
、
い
ま
や
す
っ

か
り
生
活
習
慣
の
一
部
に
な
り
ま
し
た
ね
。
そ

の
く
ら
い
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
の
付
き
合

い
が
長
く
な
っ
た
と
し
み
じ
み
思
い
ま
す
。

感
染
症
の
収
束
の
見
通
し
は
ま
だ
立
ち
ま
せ

ん
が
、
私
た
ち
が
育
ん
で
き
た
、
人
と
ひ
と
、

地
域
の
「
つ
な
が
り
」
は
、
ウ
イ
ル
ス
な
ん
か

に
は
負
け
ま
せ
ん
。
宮
古
市
社
協
は
、
今
で
き

る
こ
と
、
で
き
る
方
法
を
皆
さ
ま
と
い
っ
し
ょ

に
考
え
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

種　類 内　容 備　考

ボランティア
活動保険

ボランティア活動中に起こ
る様々な事故に対する保険

基本プラン1名  350円
天災プラン1名  500円

ボランティア
行事用保険

地域福祉・ボランティア
活動の一環として行う行
事における様々な事故に
対する保険

1日 1名 28円～
（ 行事の危険度に応じて
保険料が異なります）

送迎
サービス補償

移送・送迎サービスにて利用
者の傷害事故に対する保険

Ａプラン…利用者特定
Ｂプラン…自動車特定

　

 

（
末
広
町
７
ー

35
）

２
階
交
流
セ
ン
タ
ー
事
務
室
横

カ
ウ
ン
タ
ー
横

駅
側
通
路
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
前

お

みやこ社協だより　№ 56 ❹



 　今年も多くの市民の皆さまから、あたたかいご支援、ご協力を

いただきました。令和２年度の運動結果をご報告します。本当に

ありがとうございました。

岩手県共同募金会宮古市共同募金委員会　令和２年度共同募金（赤い羽根・歳末たすけあい）運動結果報告

　お寄せいただいた募金は、全額岩手県共同募金会

に送金されたのち、宮古市で集まった募金の約

70％が令和３年度の宮古市の地域福祉活動事業費

として配分されます。また、約 30％は大規模自然

災害に備えた災害準備金として積み立てられ、被災

地支援にも役立てられます。

　皆さまからお寄せいただいた募金は、右記のとお

り支援を必要とされる方々へ配分され、地域の福祉

活動の充実や、福祉のまち

づくりの推進を図るために

活用されました。

◆地域福祉活動団体配分 10団体　204,000円
　市内で活動している障がい児・者会、親の会や子育て
サークル、私立・無認可保育園の年末年始に行う行事の
経費の一部として

◆地域福祉活動事業配分
　「みんなでささえあう　あったかい地域づくり支援事業」　
 16団体　602,000円
　地域のみんなが互いに交流し助けあい、住民が主体と
なって行う年末年始の交流・助けあい活動の経費の一部
として

◆在宅者配分 546件　5,460,000円
　介護人　　　　　　　　　　191件
　在宅重度心身障がい児・者　   99件
　出生世帯　　　　　　　　　256件

募金総額 10,481,280円

募金総額 7,618,818円

（募金目標額 13,681,000円  達成率76.6％）

（募金目標額 9,719,000円  達成率78.4％）

赤い羽根共同募金運動

宮古市歳末たすけあい運動

募金の内訳 金　額
戸別募金 7,668,750 円
街頭募金 656,970 円
法人募金 1,249,700 円
学校募金 228,445 円
職域募金 585,677 円
個人募金 25,325 円
その他の募金 66,413 円

合　　計 10,481,280 円

募金の内訳 金　額
戸別募金 7,406,951 円
個人募金 63,901 円
その他の募金 147,966 円

合　　計 7,618,818 円

令和３年１月 31日現在

手作りのメッセージボードで街頭募金に協力していただきました。

新型コロナウイルス感染対策もバッチリ！（宮古保育園のみなさん）

※ 募金総額から配分額と事務経費（390,000円）
を差し引いた額は、令和 3年度の地域福祉活
動費として役立てられます。
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今
年
度
の
福
祉
作
文
・
標
語
コ
ン
ク
ー
ル
に
は
、

作
文
の
部
に
全
62
点
（
小
学
校
の
部
28
点
、
中
学
校

の
部
32
点
、
高
等
学
校
・
一
般
の
部　

2
点
）、
標

語
の
部
に
は
１
３
８
名
、
合
計
１
８
６
点
の
応
募
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
中
か
ら
11
月
上
旬
に
行
わ

れ
た
審
査
会
に
て
入
賞
作
品
が
決
定
し
ま
し
た
。
入

賞
者
の
皆
さ
ま
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

今
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
予
防

を
考
慮
し
表
彰
式
が
中
止
と
な
っ
た
た
め
、
入
賞
者

の
皆
さ
ま
に
は
直
接
表
彰
状
を
お
届
け
し
ま
し

た
。
た
く
さ
ん
の
ご
応
募
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

入賞作品文集や標語ポスターは、市内公共施設や

福祉施設でもご覧になれます。ぜひご覧ください。
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